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１　評価対象施設の概要

開始日

終了日

評価実施年

２　利用実績

単位 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

人 6,215 5,828 4,683 5,230

人 3,084 1,706 1,617 3,309

人 9,299 7,534 6,300 8,539

人 1,003 540 474 625

件 352 278 152 339

３　事業収支

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

A　 0 0 28,776,790 28,428,180 29,084,490 24,326,310

27,637,000 27,583,000 28,083,000 22,797,000

158,350 153,800 89,590 154,515

635,280 399,530 555,970 794,350

346,160 291,850 355,930 580,445

B　 0 0 28,107,693 27,843,596 28,642,061 23,176,832

27,581,367 27,479,749 28,263,229 22,654,031

526,326 363,847 378,832 522,801

A-B　 0 0 669,097 584,584 442,429 1,149,478

４　管理運営状況評価

「生駒ふるさとミュージアムの管理に関する基本協定書」、「生駒ふるさとミュージアム管理運営基本仕様書」、「生駒ふるさと
ミュージアム管理業務特記仕様書」に基づき、施設の維持管理を行いながら、施設の設置目的である生駒の歴史文化の普及に資する
事業を実施している。
令和２年度以降はコロナ禍での事業実施となったが、市と協議のうえ感染防止を徹底しながら、講座や講演会のほか学芸業務の主軸
である展示をいずれも中止することなく開催することができた。
利用者の方の満足度等を把握するため、通年の利用者アンケートを実施し、展示やスタッフへの満足度の評価を数値化している。ま
た、講座や講演会、特別展等においてもそれぞれアンケートを実施し、月次報告において利用者のレファレンスも含め、事業の実施
結果を毎月市へ報告し、共有している。利用者アンケートでは、指定期間を通して「展示」、「スタッフの対応」とも「大変満足」
「満足」とをあわせて80％以上の評価をいただいており、今後の励みとしたい。

市の評価

基本協定書、基本仕様書及び特記仕様書に基づき、登録有形文化財としての施設の維持管理と、歴史文化の発信拠点としての運営が
行われている。令和２年度以降はコロナ禍の影響を大きく受けたが、月次報告時以外にも随時市と協議を重ね、感染防止対策を確実
に行いながら、施設の設置目的に沿った事業を確実に実施され、一定の成果がみられたことを高く評価している。
アンケートについては、講座や特別展など特定の事業への来館者だけでなく、通常時の来館に対しても積極的に意見を収集し、新た
な企画のきっかけづくりや、リピーターや新規来館者のニーズを把握するための貴重な資料として活用できていた。
また、月例会議では月次報告として、事業の実施結果や計画、課題等を常に共有し、改善できることは迅速に対応いただくなど、事
業の質の向上や来館者サービスの向上に尽力いただいた。

施設名称

所在地

指定管理者名

利用料金制適用区分

選定方法

平成30年4月1日

令和5年3月31日

最終年度を除く指定管理期間全体

生駒ふるさとミュージアム

生駒市山崎町11番7号

生駒の歴史を標榜し、市民の皆さまが過去・現在の生駒を思い、未来の都市像を予測して
頂くための施設の設立

指定期間

設置目的

主な実施事業等

来館者数　大人

利用区分等

来館者数　子ども

株式会社　地域文化財研究所

利用料金制

公募

常設展示、企画展示、特別展示、体験型普及啓発事業、講座、講演会、資料の収集・保存・調査・研究・教育普
及等

指定管理料

自主事業収入

その他（受講料、観覧料等）

来館者数　合計

利用料金収入

指定事業費

自主事業費

有効性：施設の設置目的の達成（施設の目的や特性等に合致した管理運営、市民の平等な利用の確保、利用者の満足度等）

指定管理者による自己評価

令和　4年　8月 31日
生涯学習課

指定管理者導入施設　管理運営総合評価シート（標準例）

事業収支

収入計

支出計

多目的室利用

館外事業参加者数

総括用



コロナ禍の影響を受け、令和元年度と令和２年度は総利用者数は大きく減少したものの、安定した収支となっている。感染防止対策
を行いながら施設の設置目的を達成するための事業を確実に実施され、自主事業も含め、事業への参加者と収入の増加により４年連
続で黒字の収支となったことは高く評価できる。
引き続き、来館者の高い満足度を得られるよう、スタッフの専門性を発揮していただき、魅力的な企画と質の高い事業展開を期待し
ている。

効率性：経費の縮減等の効果（経費縮減・収入増加の具体的な取組、効果等）

適正性：適正な施設の管理運営（施設の管理運営の状況、自主事業の取組、安全管理・危機管理体制等）

安定性：サービスの安定的な提供（事業収支の状況）

日常点検、法定点検、定期点検を行い、施設の維持管理と良好な環境整備に努めている。安全管理等については、今期の後半はコロ
ナ下での事業実施となったが、市と協議をしながら利用者の安全を第一に、感染防止対策を徹底した施設運営を行っている。また、
事故発生時の緊急連絡体制・事案については「危機管理マニュアル」に基づき、本社・館内で周知し、有事に備えている。
自主事業では、事前に小学校の児童全員に配布したチラシの効果もあり、夏休み期間中の勾玉体験が大変好評で、令和２年度以降は
多数の子どもたちや親子連れでの来館があり、ミュージアムを知っていただく機会、歴史に関心を持ってもらうきっかけとなった。
春秋の歴史ハイキング、夏休み子ども学芸員プロジェクト、お正月イベント等、今後も恒例のイベントとして実施し、郷土愛を育む
一助となるようできる限り幅広い世代に向けた事業を行っていきたい。

市の評価

指定管理者による自己評価

今期はコロナ禍の影響を受けながらも、継続的な経費削減、より多くの方に関心を持ってもらえるような事業の実施を通して、わず
かではあるが、４年連続で黒字の収支となった。今後も施設本来の目的達成に向け、安定的な運営と質の向上を図りながら、来館者
から高い満足度を得られるよう努めたい。

市の評価

ボランティアの方々の協力を得た運営を行うとともに、日常業務では節電や節水、裏紙、古ファイルの再利用など、エコオフィスの
取組を積極的、継続的に実践している。また、施設の設置目的を達成するため、講座や講演会、企画展・特別展については、興味深
い内容を取り上げ、幅広い世代の方々に来館いただけるよう企画内容を工夫し、多数の受講や観覧をいただいたおかげで、収入の増
加につなげることができた。

市の評価

経費縮減の取組については、ボランティアの方々の活用や、日々の業務上のこまめな調整や管理による光熱水費の節約、消耗品費等
の削減や再利用など、スタッフ一丸となってエコオフィスの実践に取り組まれている。
また、ミュージアムの事業の根幹となる特別展示や講座、講演会においては、関心を惹くテーマや充実した内容で実施されており、
受講者や観覧者の増加にともない、収入も増加していることも高く評価できる点である。
引き続き、経費の縮減をお願いするとともに、削減の視点だけではなく、施設の設置目的をより達成できるよう、学芸業務のさらな
る質の向上に向け、必要な経費は効果的に充当していただくことも含め。引き続き効率的な運営をお願いしたい。

指定管理者による自己評価

維持管理に必要な各種点検を漏れなく実施されているとともに、修繕が必要な箇所や、異常があった際には迅速に市と協議を行い、
施設の運営上また登録有形文化財として支障が生じないよう、常に配慮しながら適切に対応いただいている。
今期は新型コロナウイルス感染症の影響が大きかったが、感染防止対策についてはミュージアム内でも情報共有を徹底し、利用者の
安全管理を第一に気を緩めることなく対応いただいている。各種災害に対する備えについても危機管理マニュアルのスタッフへの周
知徹底や、スタッフミーティング時に定期的な見直しを行うなど、常に意識付けされている。
自主事業では、勾玉体験が過去最大の参加者数となり、ミュージアムの認知度向上や歴史に関心を持つきっかけづくりに大きく貢献
いただいている。その他の自主事業もコロナ禍の影響はあるものの可能な限り実施され、施設の設置目的の達成に向けて積極的に取
り組まれていることを高く評価したい。引き続き、自主事業にも力を入れていただき、指定管理事業との相乗効果が得られることを
期待している。

指定管理者による自己評価



５　総合評価（指定管理期間全体を通した管理運営に対する評価）

2期目はコロナ禍という未曽有のリスクに見舞われることとなったが、事業を安易に中止することなく、感染対策を徹底しな
がらできる限りの事業に積極的に取り組んでいただき、一定の成果を上げていただいたことを高く評価したい。
2期目は、「平成」の終わりや市制50周年などの節目もあり、タイムリーなテーマで特別展示を複数年度、開催してもらっ
たことも多くの来館につながったものと考える。また、テーマが近代であったことからも「市民の協力を得た展示」が実現
でき、市民とともに創り上げる事業によって、より郷土愛が深まる機会となった。
ミュージアムの事業として定着している「生駒の歴史と文化入門講座」や「ミュージアム講演会」では、質の高い講師陣に
より常に一定の参加者数と満足度が維持されており、歴史文化の普及啓発や市民の郷土愛を醸成することに繋がっている。
専門性の高いジャンルを子どもたちにも関心を持ってもらえるよう、また、わかりやすく伝えられるよう、「子ども学芸員
プロジェクト」や「ホラー展示」など趣向を凝らした企画により、参加者が年々増加している点も高く評価できる。あわせ
て、出前授業への積極的な取り組みも高く評価したい。
アンケート結果では、来館が「初めて」と「３回以上」の方が約4割ずつを占め、新規来館者とリピーターがともに一定数あ
ることは強みであり、引き続き、事業の企画力と手堅い運営をお願いするとともに、来館が少ない層にもアプローチできる
ような工夫ある取組にも期待したい。

指定管理者による自己評価

市の評価

令和２年度以降は新型コロナウイルス感染症拡大により、事業の実施にあたって一定の制約を受けたが、生駒の歴史文化の
普及啓発事業を可能な限り実施し、利用者の方々の高い満足度を得ることができた。
ミュージアムの学芸業務の主軸である展示については、2期目の新たな取組の一つとして「市民の協力を得た展示の開催」を
目標に掲げ、展示に関わる資料を広報で募集し、市民の方からの情報を得ながら特別展・企画展を実施する事ができた。地
域に根ざした展示を行うことで、市民の生駒の歴史文化に対する興味関心を高めるとともに、新たな情報提供を得る事にも
繋がった。
「生駒の歴史と文化入門講座」や「ミュージアム講演会」等の企画事業は、市民に定着してきており、いずれの回も一定の
参加者数を維持している。今後、参加者の裾野がより広がるよう、さらに関心を持っていただける企画内容について検討し
ていきたい。また、自主事業の「子ども学芸員プロジェクト」など、子ども向けの普及啓発事業においても、内容による参
加者数にばらつきがないよう、子ども達に興味を持ってもらえるテーマ選びに努めたい。
今後もミュージアムのスタッフは、生駒の歴史文化をより多くの市民に伝えていくことや、地域の文化財を守り活用してい
く重要な役割を担っている自覚を持って、館長のもとで学芸員の育成、スキルアップを行っていきたい。


